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中心拠点としての都市機能の誘導 
都市拠点にふさわしい生活利便の向上 

コンパクトシティーに向けた都市機能の集積 

市民が集い・活気あふれるまちづくり 

知多市の玄関口にふさわしい≪顔≫づくり 

居住者・来訪者の憩い、集いの場の提供 
滞留できる駅前広場の実現 

駅周辺の混雑解消に向けた交通環境の整備 

市の特性、個性を活かしたまちづくり 
知多市に既にある都市機能との連携、地域資源の活用 

広域圏に知多市を売り込める交流拠点づくり 

○リニア中央新幹線、西知多道路の整備による、名古屋～セントレアと
いった広域的な交通軸の強化  

○朝倉駅周辺における広域交通条件の向上を踏まえ、知多市の活性化
を先導する都市の拠点づくり  
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１．計画対象地区の全体構想 

（１）計画対象地区の整備方向   



参考：計画対象地区の現状 

北街区 

中街区 

南街区 

■計画対象地区図 

■計画対象地区の面積 

市役所の建替えを検討中 

旧保健センター 

警察署 
西部ポンプ場 名鉄朝倉駅 

計画対象地区 

※警察署、西部ポンプ場
敷地は対象外 

駅前広場、駐車場 

○計画対象地区 
 朝倉駅を中心として現市役所から旧保健
センターに至る名鉄線西側市有地 
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○市役所の更新時期を踏まえた新庁舎整
備が検討されているとともに、保健センター
は5月1日に移転済み 

○駅を拠点とした利便性の向上を図り、都市
機能を充実 

北街区：市役所機能と緑地帯で構成され
ている。 

中街区：駅前広場を中心にして、駐車場、
駐輪場等で構成されている。 

南街区：旧保健センター等の施設で構成さ
れている。 

街区 面積（㎡） 

北街区 

宅地 33,950 

54,040 道路 10,510 

水路・緑地 9,580 

中街区 

駅前広場 10,900 

37,550 宅地 19,900 

道路 6,750 

南街区 
宅地 5,670 

10,310 
道路 4,640 

計     101,900 

※ＣＡＤによる図上計測 
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○朝倉駅周辺の機能配置は北街
区に商業機能、中街区に行政を
核にした官民複合的な機能、南
街区に住宅機能を配置します。 

 

○地区北側の文化・スポーツ機能や
地区南側の福祉機能と連携しな
がら、知多市の玄関口にふさわし
い都市拠点を形成します。 

文化・スポーツ機能 

（既存） 

福祉機能（既存） 

交通結節点 

駅 舎 

道路機能の強化 
東側市街地からの 
アクセス強化 

住宅ゾーン 

 
商業機能（広域）、医療、文化、図書館 
交流（広域圏に向けての情報発信等） 

 
市役所(建替え)、商業機能（駅利用者）、 
子育て支援機能、 

立体駐車場、ホテル等の交流 

（２）導入機能の配置（ゾーニング）   

シビックコアゾーン 

商業・交流にぎわいゾーン 



○北街区は主に市役所庁舎と緑地で構成されており、緑地帯は利用者が少なく、遊休化。 
○北隣には市民体育館や勤労文化会館といったスポーツ・文化系施設が立地。 

２．北街区の計画案について 

（１）北街区周辺の現況 

４ 

街区 面積（㎡） 

北街区 

宅地 33,950 

54,040 道路 10,510 

水路・緑地 9,580 

■北街区面積表 

Ｐ 

Ｐ 

市民体育館 

市役所庁舎 

勤労文化会館 

緑地帯 

利用者がなく遊休化している 

コミュニティバス乗場 

計画対象地区 

    北街区対象範囲 



５ 

２．北街区の計画案について 

（２）北街区の整備方針 

【朝倉駅周辺の上位計画における位置づけ】 

■駅を核にした利便性を図り都市機能を充実（第５次知多市総合計画） 

■商業・業務機能及び交通結節機能等の集積を図る拠点 
 （知多市都市計画マスタープラン） 

【北街区の役割】 

商業機能や図書館機能を中心に、文化・アミューズメント等多様
な機能の集積を図る街区 

【北街区の基本方針】 

北隣の文化・スポーツ施設と連携しながら、 
市民の多様なニーズに応えられる、 
知多市の商業・交流・にぎわい拠点を形成 



６ 

２．北街区の計画案について 

（２）北街区の整備方針 

・買い物サービスの充実 

・北側の文化、スポーツ施設と連携したサービス 

・文化・アミューズメント等 市民の多様なニーズ
に対応した施設の導入 

・優れた景観 

・ゆとりのある歩行者スペース（滞
留、休憩施設） 

・車のアクセス 

・バスのアクセス 

・街区内外の歩行者動線 

 

多くの市民が集い・楽しめる 

商業・にぎわいの創造 

 

 

快適な憩い・ 
くつろぎの空間づくり 

 

 

全ての人が円滑に来訪できる 

優れたアクセス性の確保 

 

市民の多様なニーズに応えられる、 
知多市の商業・交流・にぎわい拠点づくり 



７ 

２．北街区の計画案について 

（３）導入施設と規模設定 

導入施設 期待される施設 備考 

複合商業施設 

飲食・物販 
図書館 
地域の物産館 
カルチャーセンター 
メディカルモール  等々 敷地規模：約3.9ｈａ 

休憩施設 公園、広場、オープンスペース  等々 

駐車場 中街区で不足する駐車場を整備 

注）次ページ以降に、駅前に整備された類似施設について事例を掲載。 
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【事例１】ヒルズウォーク徳重ガーデンズ（名古屋市緑区） Ｈ22年11月開業  

外観 

・地下鉄桜通線 徳重駅 至便 

・近隣商業地域（建ぺい率80%、容積率300%） 

・敷地面積：30,765㎡ （隣接公共施設棟含む） 

・延床面積：71,410㎡ 

・店舗面積：13,980㎡ 

・1、2Ｆ：商業店舗×2棟 

・図書館（1,039㎡）、市役所支所などが入る公共施設棟が隣接（官民が一体的に開発） 

 

館内の様子 

公共施設棟 
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【事例２】Bivi藤枝（静岡県藤枝市） Ｈ21年2月開業 

外観 

・ＪＲ藤枝駅 至便 

・近隣商業地域（建ぺい率80%、容積率300% ） 

・敷地面積：10,980㎡  

・延床面積：29,323㎡ 

・店舗面積：8,000㎡ 

・1、2Ｆ：商業店舗 3F：図書館（3,300㎡）  

4F：シネコン 立体駐車場別棟 

・３Ｆ図書館は市が民間からリース 

館内の様子 

図書館 



３．南街区の計画案について 

（１）南街区周辺の現況 
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街区 面積（㎡） 

南街区 
宅地 5,670 

10,310 
道路 4,640 

■南街区面積表 

Ｐ 

Ｐ 

知多警察署 
西部中継ポンプ場 

旧保健センター 

東西の連絡道路の幅員は狭小 

○南街区は、旧保健センターが立地する街区であるが、5月1日に移転。 
○北側に隣接して西部中継ポンプ場、知多警察署が立地。 
○南街区の道路サービスは堤防道路に限定されており、鉄道東側からのアクセスが困難な状況。 

    南街区対象範囲 
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３．南街区の計画案について 

（２）南街区の整備方針 

【朝倉駅周辺の上位計画における位置づけ】 

■駅を核にした利便性を図り都市機能を充実（第５次知多市総合計画） 

■商業・業務機能及び交通結節機能等の集積を図る拠点 
 （知多市都市計画マスタープラン） 

【南街区の役割】 

優れた交通結節点機能や北街区、中街区の開発による 
生活利便性の向上を背景に、新たに定住を促進する街区 

【南街区の基本方針】 

北街区、中街区による都市機能の強化を背景に、 
市外からの転入者を呼び込むような、魅力の高い 
知多市の新たな定住拠点を形成 



 

 

 

 

・緑に囲まれた潤いのある居住空間 

・安全安心に子供を遊ばせることの 

できるプレイロット（遊び場） 
・余裕のある居住空間の提供 
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３．南街区の計画案について 

（２）南街区の整備方針 

良質で快適な居住空間づくり 

市外から人を呼び込める新たな定住拠点づくり 

 

 

 

 

・駅からのスムーズな動線確保 

（通勤利便性） 
・北街区、中街区への安全安心な 

 動線確保（買い物等生活利便性） 
・鉄道東側への円滑なアクセスの確保 

 （市内外への移動利便性） 

生活利便性の 

高い住環境の創造 
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３．南街区の計画案について 

（３）導入施設と規模設定 

導入施設 期待される施設 備考 

都市型住宅 
駅至便の恵まれた交通条件を活かし
た集合住宅 

事業者ヒアリングでは、少なくとも１００
戸程度は可能 

 
環境に配慮した省エネ設計 
プレイロット（遊び場）の充実 
緑に配慮した外溝 
高品質な敷地内歩行者空間など 

プレイロット（遊び場）イメージ 

歩行者空間イメージ 

緑の外溝イメージ 
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４．交通計画案について 

（１）道路等の整備方針   ①現況 

市役所南交差点の渋滞状況 

朝倉線の渋滞状況 

国道155号の渋滞状況 

○朝の通勤ラッシュ時には駅や産業
道路及び臨海部の事業所に向かう
車が集中 

○市役所南交差点付近で深刻な渋滞 

朝倉ＩＣ 
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４．交通計画案について 

（１）道路等の整備方針  ②課題    

知多警察署 

北街区 

中街区 

南街区 

朝倉ＩＣ 

市役所南交差点付近 

○東側からの駅アクセスが弱い 

・駅アクセス道路が北行き一方通行のコミュニ
ティ道路 

・狭い乗降スペース（ロータリーなし） 

○南街区の道路サービスの立ち遅れ 

・東西の連絡道路の幅員が狭小でアクセスが
悪く、南街区にアクセスできる道路は堤防道
路のみ 

・民間事業者（住宅デベロッパー等）の進
出意欲が低減する可能性あり 

○ピーク時の市役所南交差点付近の渋滞
が発生 

・駅、朝倉ＩＣ、臨海部企業に至る通勤交
通等が都市計画道路朝倉線に集中し、渋
滞が発生 
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４．交通計画案について 

（１）道路等の整備方針 ③整備方針    

○東西連絡道路の改良 
 ・南街区付近の狭小な東西連絡道路の拡幅 
 ・国道155号までの円滑な連絡を確保 

都市計画道路朝倉線等の交通負荷軽減 

東側からの駅へのアクセス向上 

南街区へのアクセス向上 

○円滑で快適な道路サービスの実現により、駅周
辺の交通負荷を軽減する。 

知多警察署 

北街区 

中街区 

南街区 

朝倉ＩＣ 

市役所南交差点付近 

交通負荷軽減 

東西連絡道路の
改良 

駅東側からの駅への
アクセス向上 



４．交通計画案について 

（２）動線計画 ①全体の動線   

○東西連絡道路の改良 

 東西連絡道路の改良に伴う駅東側お
よび南街区へのアクセス向上により市
役所南交差点付近の交通負荷を軽
減。 

⇒次ページに交通負荷軽減に向けた主
な動線パターンを検討 

 

○安全な歩行者動線を確保 

 歩行者動線は駅を核にして南北方向
に展開し、既存の歩道を活用しながら、
安全な動線を確保。 
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６ 

中街区 
（市庁舎、駅前 
広場、駐車場） 

南街区 
（集合住宅） 

街区へのアクセス車両動線 

歩行者動線 

交通負荷軽減のための車両動線 

東西連絡道路の
改良 

駅東側からの駅への
アクセス向上 

市役所南交差点へ
の交通負荷を軽減

する動線 

市役所南交差点付近 

街区に集中する 
交通の分散 

既存の歩道（アン
ダーパス）の活用 

北街区 
（商業施設、図書館） 



知多警察署 

北街区 

中街区 

南街区 

駅前
広場 

知多警察署 

北街区 

中街区 

南街区 

駅前
広場 

４．交通計画案について 

（２）動線計画 ②交通負荷軽減の主な動線パターン   
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パターン② 

駅東側のコミュニティ道路に新たに停車帯を設
け、駅前広場（ロータリー）を経由せずに国道

155号へ進む動線   

パターン① 

国道155号⇔東西連絡道路⇔堤防道路を経由
し、駅前広場にアクセスする動線 

   

朝倉ＩＣ 
朝倉ＩＣ 
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４．交通計画案について 

（３）駐車場、自転車駐車場の整備方針   

■駐車場の整備方針  

現況の駐車台数を確保 

  現況駐車台数 整備方針 

北街区 
市役所駐車場 
（平面4ヶ所） 

約510台 

北街区と中街区で
現況台数分の駐車
場を整備する。 
（複合商業施設に
付置する駐車場は
別途計上とする） 

中街区 
駅前有料駐車場 

（平面） 
約280台 

市役所来客駐車場（約120台） 

朝倉駅前駐車場 
（約280台） 

第２自転車 
駐車場 
（高架下） 
⇒既設活用 

約150台 
収容可能 

市役所職員駐車場（約310台） 

■自転車駐車場の整備方針                      

既存施設と未利用スペースを活用し、第１自転車駐車場の
現況台数を駅周辺で確保 

第１自転車駐車場 
⇒駅周辺の未利用
スペースを活用し
て現況台数分（約
200台）を確保 

第３自転車駐車場 
（高架下） 
⇒既設活用 

収容能力 現況駐車台数 

第１自転車 
駐車場 

284台 約200台 

第２自転車 
駐車場 

189台 約100台 

第３自転車 
駐車場 

362台 約300台 

【整備方針】 

第２、第３自転車駐車場の活用を促進し、
不足分は駅周辺の未利用スペースを活用 

市公用車駐車場（約80台） 
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５．事業化の方向 

（１）考えられる主な事業手法   

○朝倉駅周辺の開発で適用可能な主たる事業手法は次のとおり。 

○市庁舎、図書館は公共サービスにかかわる事業手法、ホテル、集合住宅、商業施設は民間サービス
に係わる事業手法の適用となる。 

【事業の類型】 【事業手法】 

公共サービス 

民間サービス 

公設公営 

公設民営 

民設民営 

公共の直営方式（従来型） 

ＤＢＯ方式等 

ＰＦＩ（ＢＴＯ，ＢＯＴ，ＢＬＴ等）
方式 

公有地活用事業 

（定期借地権方式等） 



５．事業化の方向    （２）事業イメージ 

公共サービス 民間サービス 

事
業
イ
メ
ー
ジ 

①市庁舎＋民間施設 ②商業施設＋図書館 ③ホテル・集合住宅 

【市直営、DBO、BTO】 【BOT、BLT】 【市直営、DBO、BTO】 【BOT、BLT】 【公有地活用事業】 【公有地活用事業】 

土地所有 市 市、民の区分所有 市 市 民間事業者 

建物所有 市 
民間事業者 

(定期借地権等の設定) 
市、民の区分所有 

民間事業者 
(定期借地権等の設定) 

民間事業者 
(定期借地権等の設定) 

民間事業者 

備 

考 

•市は建物を所有し、民間
に床の賃貸（テナント） 

•市庁舎は床の賃借(テナント) 
•市は建物の賃借料を民間に
支払い、民間は土地の賃借
料を市に支払う 
•建物管理やその他商業施設
の運営・管理を民間に委ねる 

•商業施設の規模が大きいこと
から、建物と土地を市と民間
でそれぞれ区分所有する 
（公共が大規模商業施設の
建物を所有することは考えられ
ない） 

•①と同様であるが、大規模商
業施設の一部に図書館を導
入 
•図書館の運営も民間に委ね
ることも考えられる 

•市は全く財政負担もなく、
民間は土地の賃借料を市
に支払う 

•市は土地を民間事業者に
売却 

所有権：市土地

建物

所有権：市

賃貸：民
賃貸：市

土地

建物

所有権：民

賃貸：民

所有権：市

定期借地権：民

区分所有権：民

区分所有権：市

土地

建物

区分所有権：市

区分所有地権：民

賃貸：民

土地

建物

所有権：民

賃貸：市

所有権：市

定期借地権：民

賃貸：民

土地

建物

所有権：民

所有権：市

定期借地権：民
所有権：民

賃貸：民

土地

建物

所有権：民

民間活力導入度 

事業手法 直営方式 ＤＢＯ方式等 ＢＴＯ方式 ＢＯＴ（ＢＬＴ）方式 

行
政
・
民
間
の 

役
割 

設計・建設 市 民間 民間 民間 

施設の所有 市 市 
市 

(建設期間中は民間) 
民間 

(契約期間中は民間) 

資金調達 市 市 民間 民間 

事業概要 
民間ノウハウ、資金は活用せず、市が
主導となった事業（従来方式） 

設計・建設・管理運営を一括して民
間に任せ、資金は市が調達 

DBO方式と同程度の民間ノウハウの
活用に加え、資金調達も民間 

民間事業として建物を建設し、市は
テナントしてリース。 

事
業
の
特
徴 

市の意向反映 ◎ ○ ○ ○ 

民間ノウハウの活用 △ ◎ ◎ ◎ 

建物所有にともなうリスク △ △ △ ◎ 

市財政負担 △ △ ◎（負担の平準化） ◎（負担の平準化） 

民間活力の度合い 低 高 
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【事業のメリット・デメリット】 
市の意向反映：建物の仕様や運営管理に係わる市の意向がどの程度反映できるか 
民間ノウハウの活用：建物の建設、運営管理における民間ノウハウがどの程度活用できるか 
建物所有にともなうリスク：日常の補修・改修及び建物の瑕疵担保責任期以降の補修等の責任 
市財政負担：建設にともなう莫大な初期投資に係わる負担 
 

【評価のイメージ】 
評価は◎、○、△の3段階で評価 
◎・・・大変優れている   ○・・・優れている   △・・・あまり優れていない 
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参考：民間活力導入の事業手法 

事業手法 事業の概要 民間資金の
活用 

ＤＢＯ 
(Design Build 
Operation) 

性能発注により、民間が公共施設等の設計・建設・維持管理運
営を一括して行い、施設の所有、資金調達は公共で行う。 
 

なし 

ＢＴＯ 
(Build Transfer 
Operation) 

民間が公共施設等を整備した後、施設の所有権を公共に移転し
たうえで、民間が施設の維持管理運営を行う。 

あり 

ＢＯＴ 
(Build Operation 
Transfer)  

民間が公共施設等を整備し、一定期間施設を維持管理運営し
た後、公共にその施設の所有権を公共に移転する。 
 

あり 

ＢＬＴ 
(Build Lease 
Transfer) 

民間が公共施設等を整備した後、公共にその施設をリースした
うえで、維持管理運営を行う。公共からのリース代で資金回収後、
所有権を公共に移転する。 

あり 




